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　早春山野
1913（大正2）年～1983（昭和58）年
旭川生まれ。
1978（昭和53）年の作品。油彩、キャンバス（130.6×162.0㎝）。

　1930年旭川中学在学中に道展初入選。画家を志して上京
し、洋画家の岡田三郎助の書生となる。光風会に入選。1934
年帰郷し帯広で竹山肉店を継ぐ。戦前から春陽会展や旺玄社
展に入選。1939年、1942年道展でフローレンス賞受賞（1947
年同会員）。1954年一水会展に出品（1980年同会員）。1970年
帯広市文化賞受賞。帯広十勝の美術文化の振興にも尽力し

た。堅実な描写で自然のありのままの姿を描いた。
　　　　　　　　　　◇　　　◇　　　◇
　すがすがしい早春の日の、広々とした山の景観を描いた作
品である。近景に描かれた暖色系の鮮やかな色彩の萌える草
花は、暖かい春のかおりを感じさせる。中景に暗色の緑と茶
系の森林を配置し画面の奥行と広がりを生んでいる。枯れた
枝が目立つ木々は風雪に耐えた余韻が残る。さらに寒色系の
青、薄青紫を混ぜた青灰色でぼかしながら、山が幾重にも連
なる遠景を表現している。一番奥にそびえる名峰トムラウシ
山（標高2,141ｍ）は、残雪が陽光に白く輝き神々しい雄姿
を見せる。
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